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photo 倉内小学校の合唱「世界に一つだけの花」（村民文化祭）

Pick  Up Topics

第 28 回ろっかしょ産業まつり
第 36 回村民文化祭
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第
28
回
ろ
っ
か
し
ょ
産
業
ま
つ
り

が
10
月
29
日
、
30
日
の
二
日
間
、
尾

駮
漁
港
特
設
会
場
で
開
か
れ
、
多
く

の
来
場
者
が
秋
の
味
覚
と
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

村
の
特
産
品
が
一
堂
に
会
す
る
産

業
ま
つ
り
。
会
場
に
は
、
六
ヶ
所
で

収
穫
さ
れ
た
農
・
海
産
物
や
加
工

品
な
ど
の
ブ
ー
ス
が
並
び
ま
し
た
。

農
・
海
産
物
は
、
市
場
価
格
の
半
額

で
販
売
さ
れ
て
い
る
物
も
あ
っ
て
、

袋
ご
と
ま
と
め
て
買
っ
て
い
く
来
場

者
も
。
限
定
販
売
の
イ
ク
ラ
丼
は
販

売
後
間
も
な
く
完
売
し
、
そ
ば
・
う

ど
ん
の
ブ
ー
ス
は
、
行
列
が
で
き
る

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。
六
ヶ
所
産
牛
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
４
１
０
食
が
売
り

切
れ
、
来
場
者
は
村
の
秋
の
味
覚
を

存
分
に
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
来
場
者
が
イ
カ

の
皮
む
き
な
ど
を
競
う
『
イ
カ
の
皮

む
い
で
肝
や
げ
る
べ
？
だ
っ
た
ら
長

芋
す
る
べ
！
』
や
、
三
戸
社
中
、
Ｒ

ｏ
ｃ
ｋ
趣
～
ｓ
＆
六
高
ジ
ャ
ズ
バ
ン

ド
な
ど
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
つ
り
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
『
鮭

つ
か
み
ど
り
』
は
、
前
売
り
券

１
５
０
０
枚
が
一
週
間
で
完
売
す
る

ほ
ど
の
人
気
。
つ
か
み
ど
り
は
二
日

間
で
５
回
行
わ
れ
、
ど
の
回
も
特
設

の
い
け
す
で
元
気
に
泳
ぎ
回
る
鮭
と

格
闘
す
る
参
加
者
た
ち
の
歓
声
が
響

い
て
い
ま
し
た
。

第 28 回ろっかしょ産業まつり　　　　　　Rokkasho Sangyo Festival

　
　

 P
ick

 Up Topics

六ヶ所の秋の味覚
来場者を魅了

食べて、遊んで、捕まえて。各種イベント楽しむ

三浦春希くん㊧（泊）

樋口明輝くん㊨（泊）

2 人は環境研『理科教室』
でコースター作りを体験。

「絵を書くのが好き。上手
に書けた」（春希くん）、「色
塗りが大変だったけど楽
しかった。毎年工作が楽
しみ」（明輝くん）

上野さんは今年も鮭つか
みどりに挑戦。「つかみど
りは鮭のしっぽをぐっと
つかむのがコツ。鮭レー
スは上位狙いでしたが残
念ながら 3 位。また来年
も挑戦します」

六ヶ所 FC メンバーの仲間 4
人で来場。「産業まつりには
毎年来ています。これから
鮭つかみどりに挑戦します。
友だちもいっぱい来ている
ので一緒に遊ぶのが楽しみ」

親子で『ビタっと飲んで六
趣・ミルクで乾杯』に出場。
和樹くんは「3 位でうれし
い」、尚幸さんは「まつりに
間に合うよう出張先から急
いでかけつけた。これから 2
人でつかみどりに挑戦です」

上野　悟さん
（泊）

（左から）中岫光一郎くん

金濱星夏くん、金浜那
智くん、中村凌くん

（尾駮）

岩谷尚幸さん㊨・

和樹くん㊧（尾駮）

Visiter's Voice　来場者の声

1

市場価格の半値ほどの農産物も並んだ JA のブース ピエロのグッチのパフォーマンスに視線は釘付け 「よいしょよいしょ」と引き揚げた鮭地引網 「あとどのくらいかな？」（ビタっと飲んで六趣で乾杯） 鮭を捕まえ勝利？のガッツポーズ 関係者による鏡割りでまつりは開幕

㊤イカの皮むきの次は長芋。
滑る長芋に苦戦する参加者た
ち（イカの皮むいで肝やげる
べ？だったら長芋するべ！）
　㊧ Rock 趣～ｓ＆六高ジャ
ズバンドの共演。軽快なジャ
ズナンバーを聴かせた

「やったぞ！」ようやく捕まえた鮭を担いで運ぶ参加者
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1_ 泊小学校の 4 年生は手話を交えた合唱を披露

2_ レイクタウン幼稚園の園児たちによる合唱

「あめふりくまの子」　3_ 瀬川さとし氏の生涯学

習講演会。会場は笑いで沸いた　4_ 慎重に一つ

ずつの作業を確認（組みひも体験）  5_ 第一中学

校は全校生徒で迫力の歌声を響かせた　6_ 平沼

小学校の合唱「エール」

                     第 36 回村民文化祭　　　　  　　　 Rokkasho Culture Festival

　
   

Pi
ck

 Up Topics  ２

多彩な演目に
笑顔あふれる

音楽発表、作品展。村の文化が一堂に

一 中 総 合 文 化 部 の 部 長。
同部は透明感のある歌声
で観客を魅了した。「みん
な緊張してたかな。でも、
声も出ていたし、練習の
成果が出せたと思う。楽
しんで歌うことができた」

撮りためた平沼の風景など
の写真を出展。「毎年、作
品展を楽しみにしていま
す。最近は作品が少なく
なっているので少しさびし
いです。学校などの活動報
告もあればいいですね」

成美くんが保育所で作っ
た作品を見に 3 人で来場。
満里さんは「成美が文化
祭に行こうと提案。けん
玉など自分の作品を紹介
してくれました。明日は
工作教室が楽しみです」

2 人は一中の同級生。「芸
能発表で後輩が踊るので楽
しみに来ました。茶道も体
験。作法が勉強になるので、
とても貴重ですね。芸能発
表はバンド演奏もあったら
おもしろいかも」

葛西　満さん
（平沼）

山田満里さん㊥

拓実くん㊧、成美くん㊨
（尾駮）

古山沙織さん㊧

谷地純加さん㊨
（尾駮）

Visiter's Voice　来場者の声

蒔苗麻由さん
（尾駮）

1

2

3

5

4

6

　

第
36
回
村
民
文
化
祭
が
11
月
２
日
、
３
日
の
二

日
間
、
文
化
交
流
プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

２
日
は
、
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
幼
稚
園
や
小
中
高
の

児
童
生
徒
に
よ
る
音
楽
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
は
合
唱
が
多
く
、
各
校
と
も
伸
び
や
か
で

透
明
感
の
あ
る
歌
声
を
聞
か
せ
ま
し
た
。
中
に
は

手
話
や
群
読
を
取
り
入
れ
る
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し

た
合
唱
の
ほ
か
、
迫
力
あ
る
よ
さ
こ
い
な
ど
も
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
ホ
ー
ル
は
、
保
護
者
な
ど
た
く
さ
ん
の

観
客
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
曲
が
終
わ
る
ご
と
に
盛

ん
に
拍
手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
音
楽
発
表

の
最
後
は
、
第
一
中
学
校
。
総
合
文
化
部
は
、
14

人
の
部
員
が
合
唱
を
披
露
し
、
全
校
生
徒
に
負
け

な
い
く
ら
い
の
力
強
い
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。

　

音
楽
発
表
の
後
は
タ
レ
ン
ト
の
瀬
川
さ
と
し
氏

に
よ
る
生
涯
学
習
講
演
会
も
開
か
れ
、
軽
妙
な

ト
ー
ク
に
会
場
は
常
に
笑
い
で
沸
い
て
い
ま
し

た
。

　

３
日
は
、
弦
楽
、
コ
ー
ラ
ス
、
紙
芝
居
や
舞
踊

な
ど
多
彩
な
芸
能
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
表

の
最
後
を
締
め
く
く
っ
た
の
は
、
春
日
井
バ
レ
エ

ダ
ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
子
ど
も
た
ち
の
愛
ら
し
い

バ
レ
エ
に
、
観
客
は
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
茶
道
体
験
や
工
作
教
室
な
ど
の
体
験
教

室
も
開
か
れ
、
子
ど
も
や
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

作
品
展
で
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
中
学
校

や
各
種
サ
ー
ク
ル
の
絵
画
、
書
道
な
ど
の
作
品
が

多
数
展
示
さ
れ
、来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

来
場
者
が
実
際
に
組
み
台
で
組
み
ひ
も
（
着
物

の
帯
締
め
）
を
作
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
糖
尿
病

予
防
を
テ
ー
マ
に
し
た
健
康
展
も
開
か
れ
ま
し

た
。
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六ヶ所トピックスRokkasho Topics

原発事故に伴う対応を報告
第五回東北原子力シンポジウム

　第五回東北原子力シンポジウム（日本原子力学会東北支部
主催）が 10 月 18 日、文化交流プラザ『スワニー』で開かれ、
原子力関連事業の関係者など約 100 人が出席しました。
　同シンポでは 4 つのセッションと特別講演が行われました。
セッションでは、冒頭に古川健治村長が村の開発のあゆみや地
域振興の現状を説明。続いて、東北大学大学院の教授や事業者
の代表などが福島原発に伴う広域汚染と除染法、事故対応や津
波対策、原子力の人材育成や事業者の安全対策などの取り組み
を発表しました。
　また、原子力安全・保安院の根井寿規審議官が福島原発の事
故と今後の対応、事故の教訓などについて講演しました。

土壌へのセシウム収着について講演した東北大の新堀雄一教授

育てた稲、丁寧に脱穀
平沼小児童が昔ながらの脱穀体験

　平沼小学校（鈴木浩校長、児童 53 人）の全校児童が 10 月
28 日、足ぶみ脱穀機などを使って昔ながらの脱穀を体験しま
した。
　この日脱穀したのは、児童たちが春に苗を植え、10 月に刈
り取った米約 100㌔。脱穀には、郷土館収蔵品の木製の足ぶみ
脱穀機、千歯こきを使用しました。児童たちは、郷土館職員や
保護者の手を借りながら、脱穀機のペダルをリズムよく踏み、
稲穂を回転するどうに押し当て、籾を外す作業を体験。最初は
どうに絡む穂や、手と足同時の作業に苦戦していた児童でした
が、すぐに慣れ次々と作業を行っていました。6 年の大羽澤真
鈴さんは「踏むときに力が必要なので少し難しかった。親子レ
クで食べるのが楽しみ」と笑顔で話していました。ペダルを踏んでどうを回転。脱穀に挑戦する児童

工作やクイズ楽しむ
KISACでハロウィンパーティー

　KISAC（京都インターナショナルスクール青森キャンパス）のハ
ロウィン・パーティーが 10 月 31 日、国際教育研修センターで開
かれ、尾駮小学校の児童（1・2・4・5 年）と第一中学校の生徒（1 年）
が 4 つのグループに分かれて工作やクイズなどを楽しみました。
　ホスト役は KISAC の教師や生徒たち。魔女やフランケンシュ
タインなどに扮し、児童や生徒を迎えました。児童たちは工作
や魔女のスープ（英語のクイズ）など 4 つのプログラムを順番
に体験。金浜望海さん（一中）は「パーティーに参加するのを
楽しみにしていた。お化け屋敷は真っ暗で怖かったけど、とて
もおもしろかった」と笑顔で話していました。
　KISAC のアナイス・ベルマーレさんは「みんなで 3 週間前から
準備。みんな楽しんでくれたようでうれしい」と話していました。ハロウィンの飾りづくりに挑戦する尾駮小の児童たち

25 年度の開校に向け着工
村立南小学校の工事安全祈願祭

　平沼・倉内小学校を統合し平成 25 年度開校予定の村立南小
学校の工事安全祈願祭が 11 月 1 日、倉内字唐貝地の建設現場
で行われました。
　安全祈願祭には、村、教育関係者や施工業者など約 60 人が
出席、工事の無事を祈り玉

た ま ぐ し ほ う て ん

串奉奠などを行いました。古川健治
村長はあいさつで「教育は未来の村づくりへの大きな投資。子
どもたちの活用はもとより、地域の皆さまに親しまれ、教育・
家庭・地域社会との連携の場となることを願う」と述べました。
　南小学校建設地は第二中学校の南隣。鉄筋コンクリート 2 階
建てで、延べ床面積が 4319 平方㍍。災害時には住民避難所と
なるため、非常用発電機を設置するほか、小型風力と太陽光パ
ネルで発電を行い、電力の一部を賄います。工事の無事を願い、立砂に鍬を入れる古川村長

新そばの香りと味を堪能
第4回戸鎖新そばまつり

　第 4 回戸鎖新そばまつりが 11 月 6 日、戸鎖地区で開かれ、
地域住民などが香ばしい新そばの香りと味を堪能しました。
　10 時の開始とともに会場には多くの来場者が訪れました。
かけ・ざるそばのほか、そばもちなども販売されました。会場
には 10 時の開始とともに多くの来場者が訪れ、そばの三立て

（挽きたて・打ち立て・ゆでたて）にこだわる戸鎖そばの香り
と食感を楽しみました。
　八戸市から家族と訪れた橋本美沙子さんは「香りもいいし、
麺も固めで弾力がある。とてもおいしい」とにっこり。まつり
を主催した戸鎖前田水利組合の木村盛雄理事長は「年々来場者
も増えてきている。今後も趣向を変えながら、地域全体のまつ
りにしていきたい」と話していました。かけそばを味わう親子連れ

地域力結集し、堂々の 3 位
全国スポ・レク綱引きで平沼クが健闘

　六ヶ所平沼クラブ（下田勇治監督、部員 12 人）は、栃木県
で開かれた『第 24 回全国スポーツ・レクリエーション祭（11
月 5 日～ 8 日開催）』男女混合綱引きの部で 3 位に輝きました。
　同クラブは、平沼地区の住民で構成され、20 代～ 50 代の幅
広い年齢層のチーム。週 2 回、2 時間ほどのハードな練習を夜
間にこなし、青森県代表として大会に臨みました。
　強豪が出場する全国大会では、相手チームの迫力に「どうせ
負けるとメンバーが弱気になった（高田憂里杏さん）」。しかし、
試合前に下田監督がメンバーを鼓舞し、チーム一丸となって闘
うことができたとのこと。下田監督は「あの緊張感の中でよく
勝てたなと思う。これからも、このメンバーで楽しみながら綱
引きを続けていきたい」と話していました。六ヶ所平沼クラブのメンバー
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	 StyleRokkasho27

六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

　
「
さ
あ
、
ど
う
ぞ
お
上
が
り
く
だ

さ
い
」。

　

通
さ
れ
た
玄
関
の
上
り
口
に
置
か

れ
た
、
紫
色
の
布
ぞ
う
り
。
靴
を
脱

ぎ
足
を
通
す
と
、
柔
ら
か
な
編
み
目

の
凹
凸
が
足
に
し
っ
く
り
と
な
じ
む
。

　
「
家
に
い
る
と
き
は
ス
リ
ッ
パ

じ
ゃ
な
く
、い
つ
も
こ
れ
ば
っ
か
り
。

こ
の
鼻
緒
の
つ
い
た
履
き
物
っ
て
健

康
に
い
い
っ
て
い
う
し
、何
よ
り
楽
。

し
か
も
、履
い
て
歩
い
て
る
だ
け
で
、

床
掃
除
に
も
な
る
し
」
と
笑
顔
を
見

履
く
人
を
ほ
っ
と
さ
せ
る
、
愛
情
こ
も
っ
た
布
ぞ
う
り

橋本キミさ
ん

●はしもと・きみ
六ヶ所村平沼字道ノ
上在住。東北町乙
供生まれ。昭和 34
年、結婚を機に村
へ。現在は、平沼
地区の有志の会の
一員として、子ども
たちにしめ縄や、わ
らぞうりを教える。
郷土館では布ぞうり
講座の講師を務めた
ことも

せ
る
。

　

キ
ミ
さ
ん
が
布
ぞ
う
り
を
作
り
始

め
た
の
は
、
７
年
ほ
ど
前
か
ら
。
わ

ら
ぞ
う
り
の
作
り
方
は
親
類
か
ら
教

わ
っ
て
い
た
も
の
の
、
編
み
方
は
同

じ
で
も
素
材
が
違
う
と
戸
惑
う
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
最
初
の
こ
ろ
は
、
一
日
か
か
っ

て
も
一
足
作
れ
な
く
て
。
編
ん
で

も
、
気
に
入
ら
な
く
て
ほ
ど
い
て
の

繰
り
返
し
。
布
だ
と
一
回
編
む
と
し

わ
に
な
っ
ち
ゃ
う
か
ら
、
ア
イ
ロ
ン

か
け
て
ま
た
編
み
な
お
し
た
り
し
て

ね
。
室
内
で
履
く
か
ら
履
き
心
地
も

よ
く
な
い
と
ね
。
工
夫
し
て
自
分
流

に
作
っ
て
き
た
ん
で
す
よ
」

　

使
う
布
は
主
に
ゆ
か
た
や
綿
の
生

地
。
デ
ザ
イ
ン
に
も
こ
だ
わ
り
、
生

地
を
自
分
で
染
め
た
り
す
る
こ
と

も
。
足
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
厚

さ
も
考
慮
し
、
生
地
通
常
の
倍
ほ
ど

の
６
㌢
幅
に
し
て
使
用
。
そ
れ
を
ナ

イ
ロ
ン
製
の
紐
に
巻
き
つ
け
、
手
製

の
台
に
か
け
た
４
本
の
縦
紐
の
間

を
、リ
ズ
ム
よ
く
く
ぐ
ら
せ
て
い
く
。

　
「
今
だ
と
、
出
来
上
が
り
ま
で
一

足
で
１
時
間
半
ほ
ど
。
年
に
１
３
０

足
ほ
ど
作
っ
て
い
ま
す
。
生
地
を
く

れ
た
近
所
の
人
に
あ
げ
た
り
、
道
の

駅
（
三
沢
市
）
に
出
し
た
り
。
み
ん

な
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
が
う
れ
し

い
で
す
ね
」。

　

手
仕
事
が
好
き
な
キ
ミ
さ
ん
。
着

物
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
作さ

む

い

務
衣
を

作
っ
た
り
と
、
針
仕
事
も
得
意
だ
。

　
「
母
親
が
針
仕
事
を
よ
く
し
て
た

か
ら
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
見
よ
う
見

ま
ね
で
や
っ
て
ま
し
た
ね
。
余
り
布

を
も
ら
っ
て
お
手
玉
を
作
っ
た
り
も

し
て
。
布
ぞ
う
り
も
着
な
く
な
っ
た

ゆ
か
た
の
再
利
用
。
切
れ
端
で
も
生

地
が
余
る
こ
と
は
な
い
で
す
ね
」。

　

今
は
畑
仕
事
も
一
段
落
し
、
好
き

な
布
ぞ
う
り
作
り
を
楽
し
む
日
々
。

　
「
こ
う
し
て
ラ
ジ
オ
を
聞
き
な
が

ら
、
手
を
動
か
し
て
い
る
の
が
何
よ

り
の
楽
し
み
。
せ
っ
か
く
コ
ー
ヒ
ー

を
い
れ
て
も
、
飲
む
の
を
忘
れ
る
こ

と
も
あ
る
ぐ
ら
い
で
す
よ
」と
、に
っ

こ
り
笑
っ
た
。

PROFILE

「みんなに喜んでもらえるのがうれしい」
布ぞうり作りで光る、熟練の手技

配色にもこだわり、見た目
もかわいらしい布ぞうり。
手作りのぬくもりが履く人
をほっとさせる

平成 24 年度保育所入所児童募集
乳児保育・一時保育事業のお知らせ

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
保
育

所
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。

①
受
付
期
間
　
24
年
１
月
５

日
木
～
18
日
水

②
受
付
場
所　

希
望
す
る
各

保
育
所

③
入
所
で
き
る
児
童

共
働
き
（
内
職
、
自
営
業
な
ど

を
含
む
）、
病
気
、
出
産
予
定
、

同
居
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い

る
な
ど
の
理
由
で
、
保
護
者
が

保
育
で
き
な
い
児
童

面接日 面接時間 希望する保育所（面接場所）

1 月 23日月
９：３０～ 泊保育所（同所）

１３：３０～ 泊第二保育所（同所）

1月 24日火

９：３０～ 尾駮保育所（同所）

１３：３０～ 平沼保育所（同所）

１５：３０～ 倉内へき地保育所（同所）

1月 25日水
９：３０～ 千歳平保育所（同所）

１３：３０～ 戸鎖へき地保育所（同所）

1月 26日木 ９：３０～ 広域保育所（役場福祉課）

④
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

母
親
の
就
労
証
明
書（
病
気
、

出
産
な
ど
の
場
合
は
、
そ
れ

を
証
明
で
き
る
も
の
）

　

自
営
業
や
農
漁
業
に
従
事
し

て
い
る
人
は
、
民
生
委
員
や
農

業
委
員
か
ら
の
就
労
状
況
確
認

書
が
必
要
で
す
。
そ
の
ほ
か
、

保
育
料
決
定
の
た
め
に
必
要
な

書
類
（
給
与
所
得
の
人
は
23
年

分
の
源
泉
徴
収
票
。
確
定
申
告

を
す
る
人
は
申
告
後
、
23
年
分

確
定
申
告
書
の
控
え
、
23
年
分

の
村
民
税
課
税
証
明
書
）
を
併

せ
て
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
保
育
所
に
入
所
中
の

人
は
、
就
労
証
明
書
、
家
庭
状

況
、23
年
分
の
源
泉
徴
収
票
を
、

確
定
申
告
を
す
る
人
は
申
告

後
、
23
年
分
の
確
定
申
告
の
控

え
と
23
年
分
の
村
民
税
課
税

証
明
書
を
入
所
中
の
各
保
育

所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
当

日
面
接
に
来
れ
な
い
人
は
、
10

日
以
内
に
福
祉
課
へ
来
て
く

だ
さ
い
。
４
月
以
降
は
随
時
受

け
付
け
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

入
所
希
望
の
人
は
希
望
す
る

保
育
所
ま
た
は
福
祉
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
各
保
育
所
の
定
員

・
泊
保
育
所　

90
人

・
泊
第
二
保
育
所　

60
人

・
尾
駮
保
育
所　

90
人

・
平
沼
保
育
所　

60
人

・
千
歳
平
保
育
所　

60
人

・
戸
鎖
へ
き
地
保
育
所　

20
人

・
倉
内
へ
き
地
保
育
所　

30
人

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
３
４
）

●
乳
児
保
育
・
一
時
保
育
事

業
の
お
知
ら
せ

　

村
は
、
次
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
乳
児（
０
歳
児
）保
育

○
実
施
保
育
所　

千
歳
平
保

育
所

○
定
員　

６
人
程
度

○
時
間　

基
本
的
に
は
平
常

保
育
時
間
（
午
前
８
時
15
分

～
午
後
５
時
）
＊
保
護
者
の

仕
事
の
状
況
に
よ
り
応
相
談

○
対
象
児
童　

保
育
に
欠
け

る
産
休
明
け
（
２
カ
月
程
度

で
首
が
す
わ
っ
て
い
る
）
の

健
康
な
子
ど
も

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

千
歳
平
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
74
）
２
２
３
３

■
一
時
保
育

○
実
施
保
育
所

・
泊
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
77
）
２
１
２
８

・
泊
第
二
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
77
）
３
６
４
２

・
尾
駮
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
２

・
平
沼
保
育
所

☎
０
１
７
５
（
75
）
２
１
１
２

○
時
間　

午
前
７
時
30
分
～

午
後
６
時

○
対
象
児
童　

保
育
所
に
入

所
し
て
い
な
い
六
ヶ
所
村
に

住
所
を
有
す
る
就
学
前
の
児

童
（
普
通
食
、・
歩
行
が
可

能
な
１
歳
以
上
児
）
で
、
次

の
①
～
③
に
該
当

①
保
護
者
の
勤
務
形
態
な
ど

に
よ
り
家
庭
に
お
け
る
育
児
が

断
続
的
に
困
難
と
な
り
一
時
的

に
保
育
が
必
要
と
な
る
児
童

②
保
護
者
の
疾
病
・
入
院
な

ど
に
よ
り
、
緊
急
・
一
時
的

に
保
育
が
必
要
と
な
る
児
童

③
保
護
者
の
私
的
な
理
由
に

よ
り
、
一
時
的
に
保
育
が
必

要
と
な
る
児
童

○
申
し
込
み
方
法　

希
望
す

る
日
の
前
日
ま
で
、
各
保
育

所
へ
電
話

○
利
用
料
金

①
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６

時
の
間
で
４
時
間
を
超
え
て

利
用
し
た
場
合
（
昼
食
、
お

や
つ
な
ど
を
含
む
）

１
２
０
０
円

②
午
前
７
時
30
分
～
午
後
６

時
の
間
で
４
時
間
以
内
で
利

用
し
た
場
合

６
０
０
円

（
昼
食
を
提
供
し
た
場
合

２
０
０
円
の
加
算
）
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それぞれのクリスマス
ALTトマスがカナダと日本のクリスマスについてお話します

　

Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
！

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ト
マ
ス
で
す
。

　

カ
ナ
ダ
で
は
、
ほ
と
ん
ど

の
人
た
ち
が
25
日
に
ク
リ
ス

マ
ス
の
お
祝
い
を
し
ま
す
。

　

私
の
家
族
と
親
戚
は
24
日

の
夜
遅
く
に
教
会
へ
行
き
、
そ

の
後
一
緒
に
デ
ィ
ナ
ー
を
と
り

ま
す
。
不
思
議
な
事
に
私
の
家

の
デ
ィ
ナ
ー
は
寿
司
・
刺
身
・

ブ
リ
ー
の
バ
ゲ
ッ
ト
で
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
日
、
姉
、

妹
と
私
は
、
前
の
晩
に
用
意

さ
れ
た
ツ
リ
ー
の
下
に
あ
る

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
見
る
た
め
に

起
き
ま
す
！
サ
ン
タ
で
す
！

　

私
た
ち
は
、
靴
下
、
脱
臭

剤
や
石
け
ん
な
ど
日
用
品
の

小
さ
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
が

た
く
さ
ん
飾
ら
れ
た
暖
炉
の

所
に
行
き
ま
す
。

　

母
が
作
っ
て
く
れ
た
朝
食

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
代
わ
り
に

ど
こ
か
、
北
海
道
か
秋
田
へ

行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
ぶ
ん
、
欲
し
が
っ
て
い
た

カ
メ
ラ
か
好
き
な
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
か
、
も
し
く
は
彼
女
が
い

つ
も
し
て
い
る
み
た
い
に
物

語
を
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
あ
げ
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
朝

は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
は
ま
だ

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ヴ
な
の
で
、

両
親
と
ス
カ
イ
プ
で
話
そ
う

と
思
い
ま
す
。
お
じ
さ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
も
話
し

て
、
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
味

わ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

チ
ヂ
ミ
と
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
。

　

韓
国
襄
陽
郡
派
遣
職
員
の

藤
谷
で
す
。

　

登
山
が
ブ
ー
ム
の
韓
国
で

は
多
く
の
人
が
紅
葉
の
シ
ー

ズ
ン
に
な
る
と
山
へ
出
か
け

紅
葉
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

10
月
中
旬
か
ら
11
月
上
旬

を
食
べ
た
後
、
き
れ
い
な
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
近
く
で

一
人
ず
つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も

ら
い
ま
す
。

　

去
年
、
私
は
両
親
に
デ
ジ

タ
ル
ラ
ジ
オ
と
ポ
ー
タ
ブ
ル

Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
妹
に

は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
本
と
服
、

姉
に
は
本
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
あ
げ

ま
し
た
。
両
親
か
ら
は
パ
ソ

コ
ン
の
モ
ニ
タ
ー
と
冬
タ
イ

ヤ
を
、
姉
と
妹
か
ら
は
服
と

お
金
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
デ
ィ
ナ
ー
で
は

８
～
12
㌔
の
大
き
な
七
面
鳥

を
食
べ
ま
す
。
で
も
姉
は
ベ

ジ
タ
リ
ア
ン
な
の
で
、
私
と

両
親
で
全
部
食
べ
ま
す
。

　

満
足
し
て
、
お
腹
も
い
っ

ぱ
い
に
な
り
、
感
謝
し
て
眠

り
に
つ
き
ま
す
。

　

今
年
の
六
ヶ
所
で
の
ク
リ

ス
マ
ス
は
き
っ
と
少
し
違
い

ま
す
ね
。
フ
ィ
ア
ン
セ
と
私

は
部
屋
に
小
さ
な
ツ
リ
ー
を

飾
っ
て
、
ツ
リ
ー
の
下
に
少

し
だ
け
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
置
く

つ
も
り
で
す
。
七
面
鳥
の
代

わ
り
に
チ
キ
ン
と
豆
腐
（
フ

ィ
ア
ン
セ
も
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

な
ん
で
す
！
）
を
夜
食
べ
る

つ
も
り
で
す
。

ま
で
襄
陽
郡
に
も
ソ
ラ
ク
山

に
紅
葉
を
見
に
多
く
の
人
が

訪
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。
私
も
襄
陽
郡
庁
の

方
々
と
休
日
に
ソ
ラ
ク
山
に

登
山
に
行
き
、
相
変
わ
ら
ず

の
険
し
い
登
山
道
に
打
ち
の

め
さ
れ
て
来
ま
し
た
。

　

今
回
は
日
本
で
も
よ
く
耳

に
す
る
韓
国
風
お
好
み
焼
き

『
チ
ヂ
ミ
』
と
韓
国
の
女
性

用
民
族
衣
装
の
『
チ
マ
チ
ョ

ゴ
リ
』
に
つ
い
て
書
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
日
本
で
は
韓
国
料
理

の
代
表
の
ひ
と
つ
と
し
て
有

名
な
チ
ヂ
ミ
で
す
が
、
意
外

に
も
韓
国
で
は
チ
ヂ
ミ
と
い

う
言
葉
は
日
本
人
観
光
客
が

来
る
飲
食
店
以
外
ほ
と
ん
ど

使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
韓
国

で
は
チ
ヂ
ミ
の
こ
と
を
『
プ

ッ
チ
ン
ゲ
』
や
『
ジ
ョ
ン
』

と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
で
、
チ

ヂ
ミ
は
田
舎
の
お
年
寄
り
ぐ

ら
い
し
か
現
在
で
は
言
わ
な

い
よ
う
で
す
。

　

次
に
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
に
つ

い
て
で
す
が
、
こ
れ
も
韓
国

で
は
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
と
呼
ぶ

よ
り
は
『
ハ
ン
ボ
ッ
』
と
呼

ぶ
こ
と
の
ほ
う
が
一
般
的
な

よ
う
で
す
。『
ハ
ン
ボ
ッ
』

と
は
漢
字
で
『
韓
服
』
と
書

き
、
男
性
の
パ
ジ
チ
ョ
ゴ
リ

や
子
ど
も
が
着
る
セ
ク
ト
ン

チ
ョ
ゴ
リ
を
含
め
た
民
族
衣

装
の
呼
び
方
で
す
。
チ
マ
チ

ョ
ゴ
リ
と
は
、 

男
女
共
通
の

上
着
で
あ
る
チ
ョ
ゴ
リ
と
巻

き
ス
カ
ー
ト
で
あ
る
チ
マ
を

着
た
状
態
の
こ
と
を
い
い
、

昔
は
チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
の
色
や

形
で
身
分
の
違
い
を
表
し
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
で
知
ら

れ
て
い
る
韓
国
語
が
現
地
で

は
意
外
と
使
わ
れ
て
い
な
い

こ
と
も
あ
っ
た
り
、
辞
書
を

い
く
ら
調
べ
て
も
載
っ
て
い

な
い
韓
国
の
方
言
『
サ
ト
ゥ

リ
』
に
苦
戦
し
た
り
と
韓
国

語
の
勉
強
を
し
な
が
ら
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
難
し
さ

を
痛
感
す
る
毎
日
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

子ども用のセクトンチョゴリ

村
派
遣
職
員
が
ヤ
ン
ヤ
ン
郡

で
の
暮
ら
し
を
紹
介
し
ま
す

今
日
も
襄
陽
日
和
で
す
。

地震など万一のときに備えよう
自分でできる″薬の情報″管理

私と家族（昨年のクリスマスに撮影）。ツ
リーの下にはプレゼントがいっぱいです

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

医
療

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

医
療

と
、
薬
の
離
脱
症
状
や
、
反

動
で
症
状
が
悪
化
す
る
な
ど

の
副
作
用
が
お
こ
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
す
。

「
非
常
時
に
薬
の
情
報
が

わ
か
ら
な
い
」

こ
う
い
う
事
態
を
避
け

る
た
め
に
、
患
者
さ
ん
自
身

で
取
り
組
め
る
例
を
い
く
つ

か
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

❶
お
薬
手
帳
や
薬
剤
情
報
提

供
書
を
持
ち
歩
く

お
薬
手
帳
と
は
、
患
者

さ
ん
の
薬
剤
治
療
を
記
録
す

る
も
の
で
、
医
療
機
関
名
と

処
方
さ
れ
た
薬
の
名
前
や
用

法
用
量
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
診
療
所
で
も
ご

希
望
が
あ
れ
ば
お
渡
し
で
き

ま
す
。
薬
剤
情
報
提
供
書
と

は
、
お
薬
を
お
渡
し
す
る
際

に
発
行
さ
れ
る
お
薬
の
説
明

書
の
事
で
す
。
被
災
地
で
の

仮
設
診
療
所
で
は
、
お
薬
手

帳
や
薬
剤
情
報
提
供
書
に
よ

り
服
用
し
て
い
る
薬
が
す
ぐ

に
わ
か
り
、
非
常
に
役
に
立

っ
た
そ
う
で
す
。

❷
お
薬
メ
モ
を
つ
く
る

薬
剤
情
報
紙
か
ら
自
身

尾
駮
診
療
所　

薬
剤
師

沼
尾
聡
美

　

こ
ん
に
ち
は
。
今
月
は
沼

尾
が
担
当
で
す
。

　

早
い
も
の
で
東
日
本
大
震

災
か
ら
９
カ
月
、
そ
し
て
年

も
暮
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。こ

こ
で
は
、
あ
の
災
害

時
に
薬
を
め
ぐ
っ
て
ど
ん
な

事
が
起
き
た
の
か
、
ま
た
、

そ
う
な
ら
な
い
た
め
の
対
処

法
に
つ
い
て
記
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で

は
、
多
く
の
患
者
さ
ん
が
毎

日
飲
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い

糖
尿
病
や
高
血
圧
、
気
管
支

喘
息
、
て
ん
か
ん
、
狭
心
症

な
ど
と
い
っ
た
持
病
の
た
め

の
薬
を
失
い
ま
し
た
。

　

病
院
や
調
剤
薬
局
に
保
管

さ
れ
て
い
た
カ
ル
テ
や
記
録

も
津
波
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
震
災
の
混

乱
の
中
、
救
護
所
の
医
療
ス

タ
ッ
フ
は
、
こ
の
患
者
さ
ん

た
ち
が
飲
ん
で
い
た
薬
を
特

定
す
る
こ
と
が
、
大
変
な
作

業
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

さ
て
、
あ
な
た
は
次
の

質
問
に
答
え
ら
れ
ま
す
か
？

避
難
先
の
病
院
や
救
護

所
な
ど
の
医
師
や
薬
剤
師
か

ら
「
ど
ん
な
病
気
で
、
ど
ん

な
お
薬
を
も
ら
っ
て
飲
ん
で

い
ま
し
た
か
？
」

「
お
薬
の
名
前
、
色
や
マ
ー

ク
、
数
字
な
ど
覚
え
て
い
ま

せ
ん
か
？
」

「
そ
の
お
薬
は
ど
の
よ
う
に

飲
ん
で
い
ま
し
た
か
？
」

答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

か
？

「
血
圧
の
薬
と
、
喘
息
薬
で

白
の
丸
い
薬
と
、
黄
色
の
細

長
い
薬
を
飲
ん
で
い
ま
し
た

…
」

　

こ
れ
だ
け
で
は
、
数
千
と

あ
る
薬
の
種
類
か
ら
の
特
定

は
難
し
く
、
迅
速
で
適
切
な

対
応
が
と
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
病
気
が
悪
化
し
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
し
、

薬
の
種
類
に
よ
っ
て
は
飲
む

の
を
突
然
や
め
て
し
ま
う

で
名
刺
大
の
厚
紙
に
メ
モ
し

て
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。
お

財
布
に
入
る
サ
イ
ズ
に
カ
ッ

ト
、
パ
ウ
チ
な
ど
す
る
と
便

利
で
す
。

❸
お
薬
や
お
薬
手
帳
な
ど
を

携
帯
の
カ
メ
ラ
で
記
録
す
る

　

携
帯
な
ど
の
カ
メ
ラ
機
能

で
お
薬
の
画
像
を
撮
っ
て
保

存
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

❹
ご
家
族
に
も
薬
の
情
報
を

保
管
し
て
も
ら
う

　

ぜ
ひ
、
薬
の
情
報
を
共
有

し
て
く
だ
さ
い
。

❺
離
れ
た
親
戚
、
知
り
合
い

の
人
に
も
薬
の
情
報
を
預
け

る
災
害
に
あ
っ
て
お
薬
手

帳
や
携
帯
が
無
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
有
効
で
す
。

　

以
上
の
方
法
を
組
み
合
わ

せ
、
情
報
の
分
散
を
図
り
ま

し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
す
べ
て
の
情

報
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
不

測
の
事
態
を
回
避
す
る
た
め

の
危
機
管
理
の
一
つ
で
す
。

自
分
の
体
を
守
ろ
う
と
考
え

れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
が

必
要
で
す
。

以
上
の
提
案
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
医
薬
品
ラ
イ
フ
タ
イ

ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
も
の
で
す
が
、
注
意

す
る
べ
き
点
が
あ
り
ま
す
。

薬
の
情
報
は
変
更
が
あ
る
た

び
に
更
新
が
必
要
で
す
。
過

去
の
情
報
は
、
か
え
っ
て
危

険
で
す
。
忘
れ
ず
に
更
新
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
他

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
自
ら
が
可

能
な
も
の
か
ら
利
用
し
工
夫

し
て
、
万
が
一
の
災
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
…
、

具
体
的
に
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
お
力
に
な
れ

れ
ば
幸
い
で
す
。

年末年始の休診日
　尾駮診療所は、下記の期間を休診
とします。なお、急患の受け入れは
随時行います。
■期間　12 月 29 日木～平成 24 年
１月３日火
問尾駮診療所　☎ 0175（72）2791
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●
ろ
っ
か
し
ょ
健
康
ウ
ォ
ー
ク

　

ろ
っ
か
し
ょ
健
康
ウ
ォ
ー

ク
が
10
月
15
日
に
開
催
さ
れ
、

１
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

本
年
度
の
コ
ー
ス
は
尾

駮
・
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
地
区
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
併
用
し

て
実
施
し
ま
し
た
。
朝
は
雨

が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、
開

会
式
に
は
雨
も
止
み
、
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
の

コ
ー
ス
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
み
ま
し
た
。
自
分
で

コ
ー
ス
を
決
め
、
ス
タ
ン
プ

を
押
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
が
で
き
楽
し
か
っ
た
な
ど

好
評
で
し
た
。

　

今
回
は
、
た
く
さ
ん
の
皆

健康ウォーク・健康展を開催
今年のテーマは「打倒！血糖値」

さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
健
康
展

　
「
健
康
展
」
が
11
月
２
日
、

３
日
の
２
日
間
、
村
の
文
化

祭
と
併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
ご
来
場
い
た

だ
け
ま
し
た
か
。

今
年
の
テ
ー
マ
は

「
打
倒
！
血
糖
値
」

　

本
年
度
は
①
健
康
学
習
会

②
ろ
っ
か
し
ょ
健
康
ウ
ォ
ー

ク
③
健
康
展
―
に
お
い
て
糖

尿
病
予
防
に
つ
い
て
取
り
上

げ
て
き
ま
し
た
。
健
康
展
で

は
、
糖
尿
病
予
防
を
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
い
い
か
、
ポ
ス

タ
ー
展
示
、
健
康
相
談
を
実

施
し
ま
し
た
。

他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー

　

青
森
県
警
察
は
、
12
月
１

日
木
か
ら
翌
年
の
１
月
５
日

木
ま
で
、『
年
末
年
始
特
別

警
戒
活
動
』を
実
施
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
仕
事
納
め
や

年
越
し
の
準
備
、
忘
年
会
、

正
月
の
準
備
、
新
年
会
、
仕

事
始
め
な
ど
、
行
事
が
立
て

込
ん
で
慌
た
だ
し
い
も
の
で

す
。
忙
し
さ
か
ら
家
や
車
の

施
錠
を
怠
っ
て
盗
難
被
害
に

遭
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た

油
断
か
ら
事
故
に
巻
き
込
ま

れ
た
り
す
る
お
そ
れ
も
あ
り

ま
す
。
事
件
、
事
故
に
遭
わ

な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
強
盗
対
策

　

年
末
は
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
現

金
を
扱
う
店
舗
が
狙
わ
れ
や

す
い
こ
と
か
ら
、
事
業
所
の

皆
さ
ん
は
①
店
舗
内
外
の
見

回
り
に
よ
る
警
戒
②
防
犯
カ

メ
ラ
等
防
犯
機
器
の
整
備
・

点
検
③
深
夜
営
業
時
間
帯
の

複
数
勤
務
④
お
客
さ
ん
へ
の

積
極
的
な
声
か
け
―
な
ど
に

気
を
付
け
て
、
防
犯
体
制
を

強
化
し
ま
し
ょ
う
。

❷
ひ
っ
た
く
り
対
策

　

夜
間
は
人
通
り
が
多
く
、

明
る
い
場
所
を
通
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
バ
ッ
グ
な
ど

は
車
道
と
反
対
側
に
持
ち
、

周
囲
を
十
分
に
警
戒
し
ま

し
ょ
う
。
自
転
車
の
場
合
、

前
か
ご
に
ひ
っ
た
く
り
防
止

カ
バ
ー
を
取
り
付
け
る
と
安

全
で
す
。

❸
侵
入
窃
盗
対
策

　

県
内
で
発
生
し
て
い
る
住

宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
窃
盗

の
う
ち
、
約
７
割
が
玄
関
や

窓
に
鍵
を
か
け
な
か
っ
た
た

め
に
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
出
か
け
る
機

会
が
増
え
、
家
を
留
守
に
し

が
ち
で
す
。
お
出
か
け
の
際

は
確
実
に
鍵
を
か
け
、
不
在

に
す
る
こ
と
を
隣
近
所
に
伝

え
ま
し
ょ
う
。
防
犯
性
能
の

高
い
鍵
や
防
犯
ガ
ラ
ス
に
取

り
替
え
た
り
、
警
報
装
置
や

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
な
ど
の
防

犯
機
器
を
活
用
す
る
こ
と
も

有
効
で
す
。

❹
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
被
害

対
策

　

最
近
は
息
子
を
か
た
っ
て

現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
高
齢

者
を
狙
っ
た
オ
レ
オ
レ
詐
欺 

や
、「
必
ず
も
う
か
る
」
と

社
債
、
未
公
開
株
、
外
国
通

貨
な
ど
の
購
入
名
目
に
現
金

を
振
り
込
ま
せ
る
詐
欺
が
増

え
て
い
ま
す
。 

不
審
に
思
っ

た
ら
家
族
や
警
察
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　
「
年
末
年
始
特
別
警
戒
活

動
」
に
対
す
る
御
理
解
と
御

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
も
な
く
子
ど
も
た
ち
が

楽
し
み
に
し
て
い
る
冬
休
み

が
始
ま
り
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
行
事
が
重
な

り
、
大
人
も
子
ど
も
も
何
か

と
落
ち
着
か
な
い
時
期
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
は
冬
休
み

の
開
放
感
や
ち
ょ
っ
と
し
た

気
の
ゆ
る
み
か
ら
、
生
活
の

リ
ズ
ム
が
乱
れ
が
ち
に
な

り
、
飲
酒
や
喫
煙
、
夜
遊
び
、

無
断
外
泊
、
万
引
き
な
ど
の

誘
惑
に
巻
き
込
ま
れ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
行
動
に
関
心
を
も
ち
、
親

子
の
対
話
を
心
が
け
る
と
と

も
に
、
地
域
み
ん
な
の
力
で

子
ど
も
た
ち
に
目
を
向
け
、

非
行
の
防
止
と
犯
罪
被
害
に

遭
わ
な
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
を
違
法
・
有
害

情
報
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う

　

携
帯
電
話
の
所
持
率
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

便
利
な
道
具
は
一
方
で
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で

す
。
子
ど
も
に
携
帯
電
話
を

持
た
せ
っ
放
し
に
せ
ず
、
責

任
を
も
っ
て
使
用
す
る
よ
う

家
族
で
話
し
合
い
ま
し
ょ

う
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携

帯
電
話
等
の
「
家
庭
で
の

ル
ー
ル
づ
く
り
」
を
し
ま

し
ょ
う

②
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
（
有

害
サ
イ
ト
ア
ク
セ
ス
制
限

サ
ー
ビ
ス
）
を
活
用
し
ま

し
ょ
う

③
「
出
会
い
系
サ
イ
ト
」
は

見
な
い
！
書
き
込
ま
な
い
！

絶
対
に
会
わ
な
い
！
を
し
っ

か
り
守
り
ま
し
ょ
う

少
年
問
題
に
関
す
る
ご

相
談
は
《
ヤ
ン
グ
テ
レ

ホ
ン
》 

０
１
２
０
（
58
）

年末年始特別警戒活動を実施
事件、事故に遭わないための４つの対策

② 10 月末の村の物件事故発生状況
平成 23 年 22 年

前年比
10 月中 累計 累計

14 176 178 － 2

① 10 月末の村の人身事故発生状況
平成 23 年 22 年 前年比10 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

0 0 0 19 2 29 14 0 17 5 2 12

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日
７
８
６
７
（
警
察
本
部
少
年

課
）
※
受
け
付
け
は
、土
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

《
ヤ
ン
グ
メ
ー
ル
》 

youngm
ail-587867@

extra.ocn.ne.jp

※
受
付
は
24
時
間
、
回
答
は

土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を

除
く
２
～
３
日
後

　

困
っ
た
こ
と
、
悩
ん
で
い

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
早
め
に

相
談
し
て
解
決
し
よ
う

少
年
の
非
行
や
犯
罪

被
害
を
防
止
し
よ
う

複合健診のご案内
　本年度の追加健診を行います。まだ受けていない人はどうぞ利用してください。
■日時　平成 24 年
2 月 29 日水　
受付時間
午前 8 時～ 9 時
■場所　保健相談
センター
■料金　無料
■注意事項
・健 診 は 1 年 に 1
人 1 回まで受診で
きます　・妊娠している人は受診できません
・肝炎検査は検査歴のない人だけ受診できます
・☆印のついている腹部超音波健診は 40 人限定となります。予約した人だ
け受診できます
■申込期間　12 月 7 日水～ 16 日金　午前 9 時～午後 5 時
問健康課　☎ 0175（72）2794（直通）

ナ
ー
を
用
意

■
健
康
づ
く
り
対
策
コ
ー

ナ
ー　

米
田
医
師
が
動
脈
硬

化
度
測
定
で
血
管
の
状
態
を

確
認
し
、
健
康
相
談
を
行
い

ま
し
た

■
歯
科
相
談
コ
ー
ナ
ー　

虫

歯
菌
チ
ェ
ッ
ク
・
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導
を
行
い
ま
し
た

●今月の歯ッピーエンゼルたち●
10 月 25日の３歳児健診で虫歯のなかった子どもたち

よ い 歯 で 歯 ッ ピ ー

酒井 麗奈ちゃん 柳沢 優哉くん高塚 耕汰くん 小泉 沙緒ちゃん 明前 凛心ちゃん

項　目 対象年齢

 特定健診

 国保加入者 40 歳～ 74 歳の人
 生活保護世帯、無保険者
 20 ～ 39 歳のすべての人
 社保など被扶養者 40 ～ 74 歳の人

 胃・大腸・肺がん検診  20 歳以上の人 
 前立腺がん検診  50 歳以上の男性

 肝炎検査  満 40 歳の人
 20 歳以上のリスクのある人

 ☆腹部超音波健診  20 歳以上の人

■
食
生
活
改
善
推
進
員
コ
ー

ナ
ー　

健
康
食
の
試
食
な
ど

を
行
い
ま
し
た

■
保
健
協
力
員
コ
ー
ナ
ー　

健
診
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
配
布
な
ど

を
行
い
ま
し
た

■
骨
密
度
測
定
器　

足
首
で

測
定
す
る
骨
密
度
測
定
を
実

施
し
ま
し
た

骨密度測定

ウォーク出発前の参加者たち

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

医
療

国
際
交
流

交
番
だ
よ
り

健
康

医
療
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■
日
時　

平
成
24
年
１
月
６
日
金

午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
場
所　

六
ヶ
所
村
文
化
交
流

プ
ラ
ザ
「
ス
ワ
ニ
ー
」

■
日
程　

受
付　

午
前
９
時
～
９
時
50
分

村
表
彰
式　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

講
演　

午
前
10
時
45
分
～
11
時

50
分

懇
親
会　

午
後
０
時
10
分
～
２

時■
講
演
内
容　
『
脳
を
鍛
え
る

活
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』

■
講
師　

■
参
加
対
象
者　

村
民
（
村
内

在
住
・
在
勤
者
な
ど
を
含
み
ま
す
）

問
総
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
３
～
２
２
７
）

　

防
災
告
知
端
末
の
電
源
を
切

っ
て
い
る
家
庭
が
、
少
な
か
ら

ず
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

村
は
、
防
災
告
知
端
末
（
テ

レ
ビ
電
話
）
を
利
用
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
お
知
ら
せ
を
放
送
し

て
い
ま
す
が
、
電
源
を
切
っ
た

状
態
で
は
、
災
害
時
の
緊
急
放

送
や
村
か
ら
の
大
切
な
お
知
ら

せ
が
受
信
で
き
ま
せ
ん
。

　

電
気
料
金
は
、
電
源
を
常

時
入
れ
て
い
る
場
合
は
月
額

２
０
０
円
程
度
（
メ
ー
カ
ー
試

算
）
に
な
り
ま
す
が
、
必
要
性

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
常
時
電

源
を
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
告
知
端
末
に
は

村
内
で
の
通
話
料
無
料
の
電
話
機

能
も
あ
り
ま
す
（
ほ
と
ん
ど
の
家

庭
が
固
定
電
話
と
同
じ
電
話
番

号
）
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
情
報
政
策
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
５
２
～
１
５
５
）

●
青
森
県
立
郷
土
館
特
別
展
ツ

ア
ー青

森
県
博
物
館
ロ
ー
ド
『
青

い
森
の
宝
箱
―
県
内
の
博
物
館

名
品
大
集
合
!!
』

県
内
の
博
物
館
な
ど
が
所

蔵
す
る
実
物
資
料
１
０
０
点
程

度
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
本
県
の

優
れ
た
文
化
遺
産
と
郷
土
の
自

然
・
文
化
に
対
す
る
理
解
や
愛

着
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
17
日
土
午
前
８

時
45
分
村
立
郷
土
館
出
発

■
場
所　

青
森
県
立
郷
土
館

■
募
集
人
数　

25
人

■
参
加
費　

入
館
料
３
１
０
円

■
申
込
期
限　

12
月
14
日
水

●
門
松
作
り
・
餅
つ
き
体
験

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

門
松
を
立
て
て
新
年
の
神
様
を

お
招
き
し
ま
し
ょ
う
。
昼
食
時

は
臼
と
き
ね
を
使
っ
た
餅
つ
き

を
体
験
し
ま
す
。
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

12
月
23
日
金
午
前
９

時
～
午
後
２
時

■
場
所　

村
立
郷
土
館

■
募
集
人
数　

30
人

■
材
料
費　

２
千
円
（
一
組
）

■
申
込
期
限　

12
月
20
日
火

■
申
込
先　

村
立
郷
土
館　

担

当　

佐
藤
・
大
間

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
６

Fax
０
１
７
５
（
72
）
２
３
０
７

❶
指
定
管
理
者
制
度
と
は

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
公
の

施
設
の
管
理
・
運
営
に
民
間
事

業
者
も
含
む
「
法
人
、
そ
の
他

の
団
体
」
の
経
営
の
発
想
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
有
効
活
用
し
つ
つ
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

り
、
併
せ
て
管
理
経
費
の
縮
減

な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
制
度
で
す
。

❷
指
定
管
理
者
の
再
募
集

村
は
、
10
月
３
日
か
ら
31

日
ま
で
指
定
管
理
者
を
募
集

し
、
指
定
管
理
候
補
者
の
選
定

に
つ
い
て
事
務
手
続
き
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
鷹
架
野
鳥
の

里
森
林
公
園
の
応
募
者
が
な
か

っ
た
の
で
、募
集
要
項
の
内
容
、

業
務
基
準
な
ど
を
見
直
し
ま
し

た
。
同
公
園
の
指
定
管
理
者
を

再
度
募
集
し
ま
す
の
で
、
多
数

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
募
集
要
項
な
ど
は

左
記
の
施
設
所
管
課
の
窓
口
に

備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
募
集
に
係
る
説
明
会

を
12
月
９
日
金
午
後
１
時
30
分

か
ら
分
庁
舎
３
階
防
災
対
策
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

■
募
集
施
設
名　

鷹
架
野
鳥
の

里
森
林
公
園

■
場
所　

鷹
架
地
区

■
担
当
部
門
・
課　

産
業
・
建

設
部
門
商
工
観
光
課

■
募
集
受
付
期
間　

12
月
１
日

木
～
平
成
24
年
１
月
16
日
月

問
【
指
定
管
理
者
の
募
集
や
説

明
会
に
関
す
る
こ
と
】

総
務
部
門　

総
務
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
２
２
４
～
２
２
７
）

【
業
務
内
容
や
申
し
込
み
に
関

す
る
こ
と
】

産
業
・
建
設
部
門
商
工
観
光
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
４
２
～
３
４
５
）

　

母
子
家
庭
の
児
童
お
よ
び
寡

婦
家
庭
の
子
が
、
24
年
度
に
お

い
て
、
①
小
中
学
校
②
高
等
学

校
③
高
等
専
門
学
校
④
短
期
大

学
⑤
大
学
⑥
各
種
学
校
―
な
ど

に
入
学
（
入
所
）
す
る
際
に
必

要
な
資
金
（
修
学
資
金
・
修
業

資
金
・
就
学
支
度
資
金
）
の
貸

し
付
け
予
約
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

■
修
学
資
金　

各
学
校
に
就
学

す
る
た
め
の
授
業
料
・
書
籍
代
・

通
学
等
に
要
す
る
資
金

■
修
業
資
金　

就
職
す
る
た
め

に
必
要
な
知
識
技
能
の
習
得
に

要
す
る
資
金

■
就
学
支
度
資
金　

就
学
、
修

業
す
る
際
の
被
服
等
の
購
入
に

要
す
る
資
金

＊
小
中
学
校
の
入
学
者
に
対
す
る
貸

し
付
け
は
、
就
学
支
度
資
金
だ
け
で

あ
り
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
に
限
り

ま
す

■
申
込
期
限　

12
月
９
日
金

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

や
貸
し
付
け
限
度
額
お
よ
び
償

還
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

　

青
森
県
と
県
内
市
町
村
は
共

同
で
特
別
徴
収
へ
の
切
り
替
え

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
特
別
徴
収
と
は
…

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
じ

よ
う
に
、
事
業
所
が
月
々
の
従

業
員
の
給
料
か
ら
住
民
税
を
天

引
き
し
て
、
市
町
村
に
納
め
て

い
た
だ
く
納
税
方
法
で
す
。

　

原
則
と
し
て
、
所
得
税
を
源

泉
徴
収
し
て
い
る
事
業
所
（
給
与

支
払
者
）
は
、
従
業
員
の
住
民
税

を
特
別
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。（
地
方
税
法
第
３
２
１

条
の
３
第
１
項
及
び
六
ヶ
所
村

税
条
例
第
44
条
第
１
項
）

1
特
別
徴
収
は
カ
ン
タ
ン
で
す

　

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
は
異
な

り
、
住
民
税
の
特
別
徴
収
で
は
税

額
の
計
算
が
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

村
で
従
業
員
の
税
額
を
計
算

し
、
毎
年
５
月
に
12
期
で
分
割

さ
れ
た
１
年
分
の
税
額
を
通
知

し
ま
す
。
通
知
の
と
お
り
に
従

業
員
の
毎
月
の
給
与
か
ら
天
引

き
し
、
翌
月
の
10
日
ま
で
に
各

事
業
所
で
ま
と
め
て
納
付
し
て

い
た
だ
く
だ
け
で
す
。
ま
た
、

年
末
調
整
も
あ
り
ま
せ
ん
。

2
特
別
徴
収
は
従
業
員
に
も
喜

ば
れ
ま
す

①
事
業
所
で
従
業
員
の
給
料
か

ら
毎
月
天
引
き
す
る
た
め
、
従

業
員
が
期
別
ご
と
に
納
め
る
手

間
が
省
け
る
の
で
、
従
業
員
が

仕
事
や
作
業
を
中
断
し
て
個
別

に
役
場
、
銀
行
な
ど
に
行
く
必

要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

②
１
年
間
の
住
民
税
を
毎
年
６

月
か
ら
翌
年
５
月
ま
で
の
12
回
に

分
け
て
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
、

従
業
員
個
人
の
１
カ
月
あ
た
り
の

納
税
額
が
小
さ
く
な
り
ま
す
。（
普

通
徴
収
の
場
合
は
年
４
回
の
納
付

と
な
り
、
期
別
ご
と
の
納
税
額
が

大
き
く
な
り
ま
す
）

③
特
別
徴
収
に
よ
る
納
税
の
し

く
み　

　

下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

④
特
別
徴
収
を
す
る
た
め
の
手

続
き

　

給
与
支
払
報
告
書
（
総
括

表
）
の
右
下
の
「
23
年
度
分
の

特
別
徴
収
義
務
者
指
定
番
号
」

欄
に
（
新
規
希
望
）
と
記
入
の

上
、
特
別
徴
収
対
象
者
と
普
通

徴
収
対
象
者
を
中
仕
切
り
用
紙

な
ど
で
区
分
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
税
務
課　

住
民
税
係　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
２
５
）

鷹
架
野
鳥
の
里
森
林
公

園
『
指
定
管
理
者
』
を

再
募
集

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

個
人
住
民
税
は
特
別
徴

収
で
納
め
ま
し
ょ
う

村は、平成 24・25 年度分
の建設工事等競争入札参加資格
申請書の受け付けを 24 年１月
16 日から２月 15 日まで行い
ます。提出書類などの詳細につ
いては、村ホームページの他、
財政課前の掲示板に掲示してい
ますので、確認をお願いします。
■ホームページアクセス方法
村 ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス
http://www.rokkasho.jp/
行 政 情 報 → 入 札・ 契 約 情 報
→ H24・25 建設工事参加資格
申請について
問財政課　☎ 0175（72）2111

（内線 243 ～ 244）

特
別
展
ツ
ア
ー
・
門
松

づ
く
り
参
加
者
募
集

10 月の農業委員会定例総会が
10 月 20 日、役場分庁舎 3 階大
会議室で開催され、下記案件が原
案通り議決・承認されました。
■報告第 11 号　農地の転用事
実に関する照会について

1 件 299㎡
■報告第 12 号　競売買受適格
者に係る農地法第３条許可書の
交付について　　1 件 5,226㎡
　次回の総会は、12 月 20 日火に開
催予定です。＊総会の傍聴・会議録
の縦覧ができます。

提出書類の締切日

　農業委員会へ提出する書類の
締め切り日は下記のとおりです。
■農地法第 3 条・4 条・5 条・
利用権設定などの各種申請書→
毎月月末
■競公売に係る買受適格証明願
の提出→毎月 15 日　
＊ 15 日が休日の場合はその前の平
日まで
　書類は期限厳守の提出をお願
いします。
問農業委員会　
☎ 0175(72)2111（内 271 ～ 273）

農業委員会だより

24・25 年度
六ヶ所村建設工事等競争
入札参加資格申込書を受

け付けます

来
年
度
の
母
子
お
よ
び

寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
予

約
を
受
け
付
け
ま
す

新
年
を
語
る
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
す

諏訪東京理科大学共通教
育センター主任・教授

篠
しのはらきくのり

原菊紀氏

防
災
告
知
端
末
の
電
源

を
切
ら
な
い
で

給
与
所
得
者
（
納
税
義
務
者
）

①

扌

扌

扌

扌

特別徴収税額
通知書の配付

給与支払報告
書の提出

（1 月 31 日まで）

特別徴収
税額の通知

（5 月 31 日まで）

住民税の納入
（毎月分を

翌月 10 日まで）

給料から
住民税を徴収

（給与支払時：
6 月～翌年 5 月）

②

⑤

③

④

市
町
村

給
与
支
払
者
（
特
別
徴
収
義
務
者
）

③特別徴収による納税の仕組み

扌

 Rokkasho News and Information
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ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
徳
光
和

夫
さ
ん
、
タ
レ
ン
ト
の
小
森
純

さ
ん
が
出
演
す
る
十
和
田
、
上

北
地
域
を
中
心
と
し
た
旅
番
組

が
放
送
さ
れ
ま
す
。

六
ヶ
所
村
で
は
、
ウ
ィ
ン

ド
フ
ァ
ー
ム
と
ト
ヨ
タ
フ
ロ
ー

リ
テ
ッ
ク
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
番
組　

新
し
い
青
森
を
発

見
・
徳
光
＆
小
森
の
た
び
川
柳

■
放
送
日　

12
月
４
日
日
午
後

２
時
～
３
時

■
放
送
局　

Ｂ
Ｓ
日
テ
レ

問
企
画
調
整
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
５
２
）

青
森
県
地
域
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
（
事

務
局
：
青
森
県
総
務
部
市
町

村
振
興
課
地
域
政
策
グ
ル
ー

プhttp://aom
ori-kassei.jp/

chiiki-net/

）
で
は
、
民
間
か

ら
の
自
主
的
・
主
体
的
な
地
域

づ
く
り
の
取
り
組
み
を
促
進
す

る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
に
登
録
す
る
と
、
地

域
づ
く
り
に
関
す
る
研
修
や
助

成
制
度
の
ご
案
内
、
全
国
の
地

域
づ
く
り
団
体
の
活
動
を
紹
介

す
る
情
報
冊
子
が
送
付
さ
れ
る

な
ど
、
地
域
づ
く
り
の
情
報
を

手
軽
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

入
会
費
・
年
会
費
と
も
無

料
で
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

人
（
団
体
）
は
企
画
調
整
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
こ
ち
ら
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.rokkasho.
jp/

）
で
も
案
内
し
て
い
ま
す
。

問
企
画
調
整
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
５
５
）

　

日
本
に
住
む
20
歳
か
ら
60
歳

未
満
の
す
べ
て
の
人
は
国
民
年
金

に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活

保
障
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
、
病

気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な

っ
た
と
き
な
ど
、
あ
な
た
や
あ
な

た
の
家
族
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
加
入
の
届
け
出
や

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と

年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、『
あ
の
と
き
に

…
』
と
後
悔
す
る
前
に
、
加
入

手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。（
20

歳
前
に
就
職
し
て
厚
生
年
金
保

険
や
共
済
組
合
に
加
入
中
の
人

は
、
加
入
手
続
き
は
不
要
で
す
）

　

ま
た
、
学
生
の
方
や
収
入
が

少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
人
は
、「
学
生
納
付
特
例
」

や
「
若
年
者
納
付
猶
予
」
な
ど

保
険
料
の
支
払
い
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
国

民
年
金
の
加
入
手
続
き
と
併
せ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課　

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
９
）

　

航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
で

は
、
基
地
見
学
な
ど
を
通
じ
、

意
見
や
要
望
を
聞
く
た
め
、
基

地
周
辺
の
住
民
で
自
衛
隊
お
よ

び
防
衛
問
題
に
関
心
が
あ
る
人

を
対
象
に
、
三
沢
基
地
モ
ニ
タ

ー
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
区
域　

三
沢
市
、
十
和

田
市
お
よ
び
上
北
郡

■
募
集
年
齢　

20
歳
代
か
ら
50

歳
代
の
男
女

■
募
集
定
員　

若
干
名
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
選
考
の
上

連
絡
し
ま
す
）

■
委
嘱
期
間　

24
年
４
月
か
ら

25
年
３
月
ま
で

■
活
動
予
定
内
容

①
基
地
内
お
よ
び
職
場
見
学
な
ど

②
航
空
機
体
験
搭
乗
な
ど

③
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
お
よ
び
モ

ニ
タ
ー
会
議

■
申
込
先　

は
が
き
に
、
①
住

所
②
氏
名
③
年
齢
④
職
業
⑤
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
左
記
ま

で
郵
送

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

〒
０
３
３
―
８
６
０
４　

三
沢
市
後

久
保
１
２
５
―
７　

航
空
自
衛
隊
三

沢
基
地
渉
外
室
広
報
班　

宛
て

■
申
込
期
限　

12
月
16
日
金
必
着

問
航
空
自
衛
隊
三
沢
基
地
渉
外

室
広
報
班　

☎
０
１
７
６
（
53
）
４
１
２
１

（
内
線
３
３
１
３
）

　

今
回
で
９
回
目
と
な
る
『
社

会
人
ナ
イ
タ
ー
フ
ッ
ト
サ
ル
大

会
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
冬
期
の
体
力
づ

く
り
と
サ
ッ
カ
ー
愛
好
者
の
親

睦
を
深
め
る
大
会
で
す
。
１
チ

ー
ム
５
人
い
れ
ば
試
合
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
期
間　

12
月
中
旬
～
平

成
24
年
３
月
下
旬

■
参
加
費　

１
チ
ー
ム
５
千
円

（
参
加
条
件
に
よ
り
変
更
あ
り
）

■
参
加
資
格　

１
チ
ー
ム
５
人
以
上
20
人
以
下

※
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
経
験
者

も
し
く
は
、
審
判
経
験
者
が
１
人
以

上
い
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い

■
申
込
期
限　

12
月
16
日
金

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

村
体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
部　

松
尾

☎
０
８
０
（
５
２
２
８
）
２
９
０
８

佐
さがわ

川　楓
ふうた

汰（清貴）尾駮レイクタウン

菅
すがわら

原　由
ゆき

貴（雅幸）尾駮レイクタウン

中
なかむら

村妃
ひまり

麻里（優士）泊

向
むかい

井小
さゆり

百合（祐一）尾駮レイクタウン

木
きむら

村　　楓
かえで

（晃）　　豊原

六ヶ所村の人口
（10 月 31 日現在）

区分 人口 前月比
男 5,927 － 6
女 5,244 － 4
計 11,171 － 10

世帯数 4,547 ＋ 4

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます

中村　ミヨ　91 才（内沼）

服部　栄一　61 才（平沼）

中村　初枝　86 才（泊）

佐藤　ふじ　96 才（千歳平）

吉岡　岩人　59 才（泊）

山田　さよ　94 才（泊）

福岡隆次郎　82 才（出戸）

髙田　歌子　83 才（倉内）

大関　ウメ　102 才（泊）

久保　照明　83 才（戸鎖）

石久保佐吉　88 才（倉内）

中村幸三郎　86 才（泊）

10 月届け出分。届け出時に、本誌への
掲載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square
　

村
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り

利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
11

月
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま

で
の
毎
週
月
曜
日
に
、
税
務
課
、

福
祉
課
、
健
康
課
、
住
民
課
の

窓
口
業
務
を
午
後
６
時
ま
で
試

行
的
に
延
長
し
て
い
ま
す
の
で

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。（
24
年
１

月
２
日
、
９
日
は
除
き
ま
す
）

　

な
お
、
取
り
扱
い
業
務
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
広
報
ろ
っ
か

し
ょ
11
月
号
（
８
ペ
ー
ジ
）
を

ご
覧
に
な
る
か
、
各
担
当
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
六
ヶ
所
村
役
場
（
代
表
）

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

20
歳
が
ス
タ
ー
ト
！

国
民
年
金

相内　聖一　（千歳）

山田沙弥香　（南部町）

田中　悠葵　（泊）

國分　遥花　（むつ市）

発注工事名 落札業者名 契約金額（税込）
南部処理区管渠第 70 号工事 小泉建設㈱ 2887 万 5000 円

南部処理区管渠第 71 号工事 ㈲木村技建 1097 万 2500 円

南部処理区管渠第 72 号工事 ㈲丸兆組 821 万 1000 円

南部処理区管渠第 73 号工事 ㈱東部環境建設 1995 万円

千歳 4 号線改良舗装工事（１工区） 大羽建設㈱ 1995 万円

千歳 4 号線改良舗装工事（２工区） ㈲佐藤工務店 2100 万円

倉内蒼前堂線改良舗装工事 ㈱浅工務店 1991 万 8500 円

中山崎線改良舗装工事 ㈲瀬川建設 3139 万 5000 円

川原南５号線改良舗装工事（１工区） ㈲大藤工業 3640 万 8750 円

川原南５号線改良舗装工事（２工区） ㈲晴和工業 3601 万 5000 円

泊１号線交差点改良舗装工事 ㈲匠和技研 451 万 5000 円

端 2 号線改良舗装工事 ㈲浜飯組 1470 万円

第 4 庄内地区農道整備工事 ㈲三浦総建 563 万 8500 円

高齢者生活福祉センター給湯ボイラー取替工事 エムアイテック㈱ 397 万 9500 円

老人福祉センター等下水道接続工事 ㈱アキラ工業 372 万 7500 円

中山崎線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱そうほく設計 144 万 9000 円

倉内蒼前堂線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱そうほく設計 126 万円

千歳４号線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱そうほく設計 124 万 9500 円

川原南 5 号線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱出雲 165 万 9000 円

端 2 号線改良舗装工事施工監理業務委託 ㈱カネナカ技研 115 万 5000 円

第 3 庄内 2 号線実施設計業務委託 ㈱出雲 504 万円

スポーツレクリエーション施設整備事業基本構想等策定業務委託 ㈱みちのく計画 789 万 6000 円

最終処分場水処理施設改修工事実施設計業務委託 ㈱三水コンサルタント青森事務所 451 万 5000 円

防災行政用無線保守点検業務委託 扶桑電通㈱青森営業所 103 万 9500 円

第 5 期介護保険事業計画策定業務委託 ㈱ワイズマンコンサルティング 252 万円

教育委員会管理施設ボイラーばい煙濃度測定業務委託 エヌエス環境㈱青森支店 62 万 4750 円

教育委員会管理施設暖房器保守点検業務委託 総合技研㈱ 199 万 5000 円

消防防災車両（指令車）購入 青森三菱自動車販売㈱十和田店 376 万 7400 円

消防用ホース購入 ㈲丸栄消機 193 万 2000 円

水道ﾒｰﾀｰ購入 ㈱小林商工 439 万 9500 円

旧尾駮小学校校舎解体工事 六ヶ所工業㈲ 4030 万 6350 円

旧尾駮小学校講堂解体工事 ㈱東部環境建設 1923 万 7050 円

( 仮称 ) 総合医療福祉施設新築実施設計業務委託 ㈱Ｕ＆Ａ都市建築設計事務所青森事務所 5561 万 8500 円

( 仮称 ) 総合医療福祉施設に伴う下水道実施設計業務委託 ㈱みちのく計画 536 万 5500 円

倉内・平沼小学校統合整備事業校舎建設工事（建築） 六ヶ所経常建設共同企業体 8 億 8347 万円

倉内・平沼小学校統合整備事業講堂建設工事（建築） 岡山・大泉・浅経常建設工事共同企業体 4 億 5465 万円

倉内・平沼小学校統合整備事業校舎建設工事（電気） 興陽電設㈱ 1 億 6485 万円

倉内・平沼小学校統合整備事業校舎建設工事（機械設備） 新日本空調㈱青森営業所 1 億 8480 万円

倉内・平沼小学校統合整備事業講堂建設工事（機械設備） ㈱ヤマト東北営業所 5670 万円

『
徳
光
・
小
森
の
た
び
川

柳
』
が
放
送
さ
れ
ま
す

青
森
県
地
域
づ
く
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議

会
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

24
年
度
三
沢
基
地
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す

社
会
人
ナ
イ
タ
ー
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
参
加
チ
ー

ム
募
集

被保険者
の種類 第 1 号保険者 第 2 号保険者 第 3 号保険者

対象者
20 歳以上 60 歳未満の自
営業の人、農林漁業の人、
学生など

会社員、公務員など（厚
生年金保険や共済組合の
加入者で 65 歳未満の人）

第 2 号被保険者に扶養
されている 20 歳以上 60
歳未満の配偶者

保険料
国民年金保険料
定額　15,020 円
被保険者が負担

厚 生 年 金 保 険 料 率
16.412 ％（ 平 成 23 年 9
月現在）
労使折半で負担

被保険者本人は保険料負
担を要しません。配偶者
の加入している年金制度
の保険者が負担します

窓
口
業
務
の
時
間
を
延

長
し
て
い
ま
す

問財政課　☎ 0175（72）2111（内線 244）

入札結果（8・9 月分）をお知らせします
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六ヶ所村民図書館新刊案内
 問 0175(72)3405

http://www.rokkasho-tosho.jp/
日・曜 行事名 時　間 場　所

1 木 郷土大学　そば打ち体験講座 18：00 ～ 20：00 戸鎖地区「いっこ庵」

2 金
カンガルー教室 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

3 土
4 日 秋川雅史コンサートツアー　 14：00 開場 ／ 14：30 開演 ス ワ ニ ー

5 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

6 火
6 カ月児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

1 歳 6 カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

7 水 栄養教室 9：30 ～ 13：00 保健相談センター

8 木

9 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

10 土
11 日
12 月 スワニー・郷土館・図書館休館日

13 火
1 歳児健診 受付  ９:45 ～ 10:00 保健相談センター

4 カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

14 水 マタニティ教室 10：00 ～ 12：00 保健相談センター

15 木

16 金
カンガルー教室 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

ピヨママ広場 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

17 土
青森県立郷土館特別展ツアー　＊詳細は P14 青 森 市

六ケ所村バスケットボール教室 9：00 ～ 13：00 大石総合運動公園

18 日

19 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

５歳児発達相談 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

20 火
ワッ歯ッ歯ッ！むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

３歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

21 水 森のくまさんおはなし会〈3 歳～ 6 歳向け〉 14：40 ～ 図 書 館

22 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 9：30 ～ 11：30 保健相談センター

森のくまさんおはなし会〈0 歳～ 3 歳向け〉 10：30 ～ 図 書 館

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

23 金 門松づくり講座　＊詳細は P14 郷 土 館

24 土
25 日
26 月
27 火 スワニー・郷土館・図書館休館日（～ 1 月 4 日）

28 水 スワニー・郷土館・図書館休館日（～ 1 月 4 日）

29 木 スワニー・郷土館・図書館休館日（～ 1 月 4 日）

30 金 スワニー・郷土館・図書館休館日（～ 1 月 4 日）

31 土 スワニー・郷土館・図書館休館日（～ 1 月 4 日）

 村のスケジュール12 月

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

子どもの成長、巣立ち、かあさんの入院、そ
してお別れ…。忘れていた日本の家族の姿が
そこにあった。昭和２９年から平成２３年ま
で、著者が家族のさまざまな出来事を描き続
けた「まんが絵日記」を紹介。

はげましてはげまされて

竹浪正造著

清少納言は昼間イチャつくブサイクカップルに
むかついていた！？ 藤原道長は女性を味方につ
けて出世した！？ 紫式部は頭のよさを隠すのに
必死だった！？ 名前だけ知ってるあの人が大好
きになる教養コミック。

日本人なら知ってお
きたい日本文学

海野凪子  著

「毎日少しずつの片づけ習慣」では一生片づか
ない。「場所別」はダメ、「モノ別」に片づけよう。

「思い出品」から手をつけると必ず失敗する…。
一度習えば二度と散らかさない、「こんまり流
ときめき整理収納法」を伝授する。

人生がときめく
片づけの魔法

近藤麻理恵 著

インドのジャングルに棲んでいた瘦せこけた
トラは、宮殿の広間でおいしそうに食事をし
ている王さまと家族がうらやましくてたまり
ません。ある日、トラはとんでもないことを
思いつき…。とびきり愉快な絵本。

トラのじゅうたんに
なりたかったトラ

ジェラルド・ローズ文・絵

　地上デジタル放送 11 チャンネル「六ヶ所村テレビ」、12 月は
以下の番組を放送します。ぜひ、ご覧ください。
■番組内容
❶広報ろっかしょ　広報ろっかしょから各種情報、戸籍の窓、村
のスケジュールを抜粋し、文字放送でお知らせします
❷新米カメラマンどこへ行く !?　6th　情報政策課の新米カメラ
マンが取材・編集した、村のトピックス（話題）。6th は①平沼
小学校脱穀体験（10 月 28 日収録）、②第 28 回ろっかしょ産業ま
つり（10 月 29 日収録）、③第 36 回村民文化祭（11 月 2 日収録）、
④戸鎖そばまつり（11 月 6 日収録）です。12 月 28 日～ 1 月 6 日は、
バックナンバーも放送します

▼ 12 月１日木午前６時～ 12 月 28 日水午前 6 時（右記期間を除く）

時　間 番　組

6 時

00 広報ろっかしょ 12 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

7 時

00
15 広報ろっかしょ 12 月
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

8 時

00
15 広報ろっかしょ 12 月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

9 時

00 広報ろっかしょ 12 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

10 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !?　6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

11 時

00
15 広報ろっかしょ 12 月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

12 時

00 広報ろっかしょ 12 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

13 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !?　6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

14 時

00
15 広報ろっかしょ 12 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング15 時 00

16 時 00

17 時

00 広報ろっかしょ 12 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

18 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !?　6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

19 時

00
15 広報ろっかしょ 12 月
30 試験放送のお知らせ

青森県環境放射線モニタリング20 時 00

21 時

00 広報ろっかしょ 12 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

22 時

00
15 広報ろっかしょ 12 月
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

23 時

00
15 広報ろっかしょ 12 月
30

試験放送のお知らせ
青森県環境放射線モニタリング

0 時
I

６時

0：00
Ｉ

6：00

12月の番組表

時　間 番　組

6 時

00 広報ろっかしょ 12 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　　6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

7 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !? 　6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX
8 時

00
15

新米カメラマンどこへ行く !?  バックナンバー

9 時

00
15 広報ろっかしょ 12 月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

10 時

00 広報ろっかしょ 12 月
15 新米カメラマンどこへ行く !? 　6th
30

新米カメラマンどこへ行く !?  バックナンバー

11 時

00
30 広報ろっかしょ 12 月
45 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

12 時

00 広報ろっかしょ 12 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　 6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

13 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !?　6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX
14 時

00
15

新米カメラマンどこへ行く !?  バックナンバー

15 時

00
15 広報ろっかしょ 12 月
30 試験放送のお知らせ

青森県環境放射線モニタリング16 時 00

17 時

00 広報ろっかしょ 12 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　 6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

18 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !? 　6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX
19 時

00
15

新米カメラマンどこへ行く !? バックナンバー

20 時

00
15 広報ろっかしょ 12 月
30 試験放送のお知らせ・青森県環境放射線モニタリング

21 時

00 広報ろっかしょ 12 月
15 新米カメラマンどこへ行く !?　 6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX

22 時

00
15 新米カメラマンどこへ行く !? 　6th
30

ア ･ ラ ･ カルト BOX
23 時

00
15

新米カメラマンどこへ行く !?  バックナンバー
0 時
Ｉ

6 時

00
15 広報ろっかしょ 12 月
30 試験放送のお知らせ

青森県環境放射線モニタリング00

❸ア・ラ・カルト BOX　ストックしている以下の番組の中から１
番組ずつランダムに放送します
①六ヶ所村の風景、②六ヶ所村郷土館（45 分）、③第 27 回ろっ
かしょ産業まつり〈22 年 10 月 30・31 日収録〉、④第 28 回六ヶ
所村民俗芸能発表会〈23 年 1 月 8 日収録〉
❹青森県環境放射線モニタリング　空間放射線量率などをリアル
タイムで表示します
問情報政策課　☎ 0175（72）2111（内線 155）

▼ 12 月 28 日水午前６時～ 24 年 1 月 6 日金午前 6 時

六ヶ所村テレビ

11ch ！
Rokkasho　TV

7 月に試験放送が始まった「六ヶ所村テレビ（仮）」。皆さん、ご覧になっていますか○最近は取材先で「今日はカメラは来てないの？」とよく聞かれ
るようになり、認知度も高まってきたのかなと感じています。新米カメラマン（三戸）も今では「村の人によく声をかけられるようになってきた」と
ニヤケ顔です○手探り状態で始まった試験放送も早 5 カ月。編集に時間がかかってしまうため、皆さんの取り組みをテレビで全部紹介することができ
ず残念に思っていますが、できるだけいいものにしようと試行錯誤を重ねています。皆さんの感想をぜひメール（r-tv@rokkasho.jp）でお寄せください

（円子）●村民文化祭に今年もたくさんの来場者が訪れました。村内の幼稚園や学校の児童生徒たちによる合唱は、どの学校も趣向を凝らした演出があっ
てとても楽しめました。特に、大きな声で元気に歌う姿からは一生懸命さが伝わってきて、私まで元気をもらえた気がします。作品展の会場では、た
くさんの作品がある中で、紙コップでできたネコや、紙皿でできたけん玉が、妙にかわいくて私の心をくすぐりました（須藤）
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夕焼けの空に包まれていく再処理施設。
雲をなびかせる風の中を舞う風車。
初冬の冷気に凍えながら、自然からの恵みを尊ぶ、
自然と科学技術の調和を祈る風景がある。

伝えたい、六ヶ所の風景。
自然と科学技術との共存

1_ 夕闇が迫ってくる夕刻、光の道を漁夫が帰る。静まり返った水面に、小船
が作る軌跡が静寂を破る　2_ 尾駮沼に夕日が沈む。鏡の如く静まり返った水
面に、燃えるような夕日が映し出される　3_ 初冬の澄み切った青空に筋雲が
たなびく。牧草地を駆け巡る風が風車を回す。遠くには吹越烏帽子が雄大に
在る
将来のエネルギー問題を考えさせられた一年だった。自然の驚異を身に感じ
た一年だった。私たちは、子供たちに自然と科学技術が共存できる社会を残
さないといけない（山上睦さん〈㈶環境科学技術研究所〉）


